
愛媛県東予市広江において発見された『虞江之

由来』に記されている文禄五年閏七月上旬('596）｜
の地震による広江の旧迩での震災の様子と村全体

の移転の原因となったと考えられる旧地の地盤沈

下はこの地域南部に確認されている川上断層の最＝

新活動から推定される地震動およ．ぴ地殻変動と矛

盾しない．
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西日幸の地震活動

箕、ばじめに

､6

四国の中央構造線活断層系の活動履歴の調査が

行われ（後藤‘他，2001)，最新活動時期につい

ては歴史地震との対比が行われるようになった

(堤・他，加00)．文禄五年閏七月九日（1596年9

月1日）の豊後の地震（宇佐美,1996)，同年同
月十三日の伏見及び畿内の地震（宇佐美，1996）

がその候補と考えられる．十三日の地震に関して

は，石橋（1989）による提案，萩原・他(1995）
による検討がある．九日の地震に対しては，堤・

他（2000）によって対比が試みられている・

本論文では文禄五年閏七月九日に発生した地震
による四国中予地域（愛媛県中部）での被害を記

述したと考えられる地震史料について調査を行

い，中央構造線四国西部活断層系（図1）の最新
活動を示す可能性について検討する．

文隷童年霧と周九震

豊擬繧予の瀧蔚菫
震ずる史料調査
一中央構造震四国西都の

活義との露連一

”
一
詞
壺
覗
画
碗
一
理
｛
詞
函
鋪
恕
《
剥
銅
幸
噛
型
瘤
暁
峨
蝿
召
潅
票
廼
一
澤
一
渇
鑓
一
劃
輻
輌
浬
堤
製
潤
剥
掴
蝿
雪
》
鰐
｝
剛
剰
語
胞
画
劉
廻
訓
戦
潤
岫
郡
盟
剰
劉
塞
函
淨
酷
鴨
鍵
呵
錦
卿
羽
罰
雪
甜
羽
汕
心
彊
一
削
剥
駕
竪
斑
翻
鯛
可
塑
【
’
劃
０
１
胃
。
町
弓
冴
自
ゞ
。
・
・
甲
１
Ｊ
、
０
．
．
１
’
０
１
亡
・
・
・
０
．
，
。
一
？

2.-地震史料

四国伊予地域の文禄・慶長期に関する歴史史料
は極あて少ない.地震史料についても同様である．
ここで扱う伊予の地震史料は次の5点である．

礫師寺記録』（『伊予温故鏡)，
『薬師寺大綬若経奥割(媛媛県編年史第五割)，
礦江之由来j(密林山徳蔵寺所蔵)，

『小松邑志上ノ五北条之部，鶴岡八幡宮』（小
松町温芳図書第所蔵）（『愛媛県編年史第五巻』)’
『予松古跡俗識（:愛媛県編年史第五巻』)．
このうち，『唐江之由来』と『小松邑志』につ

いては原本の調査も行った．密林山徳蔵寺には成
立年の異なる2巻の『廣江之由制（巻子本）が
所蔵されている．また噺収日本地震史料補這』
(1989）及びその出典である『愛媛県編年史第

甲 西 一 郎

．言
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222

－7－



掴

五巻』（1969）に記載されている『小松邑志』の
地雲に関連する記述には省略されている箇所があ
る．

また十三日の伏見及び畿内の地震との比較のた・
めに，．

『讃岐大日記』，

『讃岐一宮盛衰記，生駒讃岐守一正治国之事』
（搭川叢議)，

鵬這禅寺住持記』(『三原市史第五巻資料歸二』）
の3点を取り上げる．特に『佛這樟寺住持記』は
四国で書かれた記録ではないが，九日の地震と十
三日の地震を区別する上で重要と考えられるの
で，ここで用いる．『震江之由来』以外はすべて
鎧訂大日本地震史料第一巻』(文部省震災予防
評議会『1941）または噺収日本地震史料第二
巻，補遺』（東京大学地震研究所，1982,1989）
碇収録されている．礦江之由来』..(原本）も『東
予市誌』（東予市誌編さん委員会，1987）および
『小松町識（小松町誌編ざん委員会，1992）の中
で『密林山徳蔵寺由来記』と題して,一部が紹介
されている．

これらの史料の中で最も大きな震災を示唆する
のば礦江之由来』の記述と｡『小松邑志上ノ五
北条之部，鶴岡八幡宮』の記述である．徳蔵寺に
は由来記が2巻あり，1巻（原本）は延宝三年に
宥尊師によって，もう1巻（写本）は宝永戊子年
に宥寵師によって書かれており,･後者は前者に基
づいているとぎれている．哀た『小祇邑志上ﾉI

六，密林山徳蔵割（小松町温芳図書筆所蔵）
（綾媛県編年史第五巻』及び:『新収日本地震史
料補這』所収）ば後者(写本）を採っている．
『東予市誌』及び「小松町志』とも『多賀村郷

圭誌』（多賀公民館，1914）から鶴岡八幡宮の地
震被害を引用しているが，これは正しくなく，実
際には『小松邑志上ノ五北条之部』がら鶴岡八
幡宮の被害について引用している．『多賀村郷土
誌』の記述は『小松邑志上ノ五北条之部』の記
述を近代的に書き直したものである．

223

3．篭震の発生圏涛

『讃岐大日記』では「七月十二日之夜大地震｣，
『讃岐一宮盛衰記‘生駒讃岐守一正治国之割で
は「七月十二日大地震アリ」と書かれている・一

方，篠師寺大設若経奥割では「七月九日二大
二地振そうろうて｣,『小松邑志上ノ五北条之部，

鶴岡八幡割では｢七月九日戌亥Iﾉ地震二」と書
かれている．また溌戸内瀞寸岸に位置する広島県

三原市の『佛這禅寺住持記』には「七月九日ヨリ
十二日マテ大地震ユル」とある．縢師寺記録』
では｢壼長元年胄夫地震｣,糖江之由蒋(宥尊
師筆)でば｢七月上旬大地震動」とあり，日簿ま
では記されていない,

これらの記述から，伊予での地震の記録は文禄

五年閏七月九日の豊後の地震(宇佐美'996)又
は同日の地震による被害に関するものであり，讃
岐での記録は同年同月十三日の伏見及び畿内の地
震(宇佐美'996)による被害を記述していると
推定出来るまた=原の『佛通禅寺住持記』は三
原においては両鑓震による地震動を強く感じたこ
とを示していると考えることが出来る．三原は豊

後．伊予及び伏見・讃岐からほぼ同距離に位置し
’ている．

理．霧溌虫篭蔵寺b雲認八鰭宮及び周辺禰
落の譲害一

図'，図2に妻在の徳蔵寺及び鶴岡八幡宮の位
置を余す両地怠の直線距離は約l.Skmである
膳江之由来』（宥尊師筆)，『小松邑志上ノ五北
条之部ュ鶴岡八膳割にはそれぞれ広江地区，北
条地区の地震時の様子およびその後のこ･と力嗜か
れている．『廣江之由詞（宥尊師筆）にば「慶長
元丙申七月上旬大地震動し,村宅厘没し（=水に
沈んで無くなり），寺社も亦免れず，そのために
庶民居を遷し今の一村を構う．時の庄史久米氏彦

兵衛尉這元請壇達と信根を抽んで仏刹神廟を草創
す今の徳蔵寺五所の稗社是なり,」と書かれて
いる．図2にば徳蔵寺が震災を被ったホノギ（穂

ノ木)の位置(苗刈，なより）も示きれている．
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図1中央輯箏四国西部活断層系cTbyo,Ho,麺を含む長方形の枠は図2の範囲を示す.TWO:東予市,KomatsU:小松町，
H｡:東予市北条,麺冒東予市広江..Kw,E:川上断層,Q.E:岡討断層等嵩憩間隔は100m.堤･他(2000)の第,図に加筆

三づ

り.内陸に位置する現在の場所に集団移転したこと

が推定ぎれる．苗刈の場合シ図2が示すように現

在でも住宅地とし宝は利用されておらず;地盤沈
下による低湿地化が生じた可能性がある．

『小松邑志上ノ五北条之部，鶴岡八幡宮』に‘

は．｢文禄四年（五年力）壬辰（丙申力）閏七月九

日戌剋（刻）の地震に宮殿，宝蔵，神器,記録に

至迄,大半顛覆して地中に陥没す,往古の額板今
社中に在り地震前の遺物，其后今の地に仮殿を営

み週室し］と書かれている.現在北条の趣にある
鶴岡八幡宮の旧地でも徳蔵寺の旧地と同雛の被害

を受け，旧地から現在の場所に移動したことにな

る．鶴岡八幡宮が震災を被った旧地の位置を図2

に示す．この旧地は神主屋敷，鳥居の本，古宮床

というホ／ギで呼ばれていたという資料が鶴岡八

膳宮に所蔵されているが詳しいことは不明であ

る．今回の調査ではこのホノギの漠在の位置を確

認できなかった.従って；広江・北条両地区にお

いて文禄五年間七月九日の地震の際，海岸に近い

低地において地震動により地裂,陥没などが生じ，

神識寺院民家力判壊水没し，人々は旧地よ

＝

5．議論

5-1）新地震史料・

厳密に言えば,今回の調査で新たに見いだ巻れ

た歴史史料はない：従来行われていると思われる

方法では新たな史料を発掘することは竜．きなかっ
た．東予地域では文禄・慶景期の史料はほとん塗

知られていないようである．戦国末期から幕藩体
制α城立までの混乱がその原因の1つと考えられ

ている．天正三年六月（1575）の豊臣秀吉による

四国討伐によって，これ以前に書かれた史料の多

くは灰催に帰した．その後，天正十五年（1587）

まで小早川隆紫による支配，文禄四年．(1595）ま
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図,密蒜山憶=毒と鯛蛎富の位置儂丸)図､中の園2と示…臺方影…を誠大した篭走し潅旧麹の位霞(黒丸)も示している.文禄五年閏七月九日の地震による被害は旧徳蔵寺,旧鶏岡八鱈宮と示された場所で発生したと推
定した.2万5千分の1･「壬生川」（国土地襄院)に加筆．

調査による文禄五年の地震被害の調査には限界が
あり，新たなアプローチを試みる必要がある・
・5-2）文禄五年閏七月九日豊後の地震による伊
･予での謹言

宇佐美（1996）は，この地震に関する解説の中
で，伊予薬師寺（松山市保免）･における本堂：仁
王門の倒壕(蝶師寺記録』（『伊予温故録』)）に
は言及しているが，他の史料に書かれている被害
には塗れていない擶収日本地震史料補鎚
（1989）所収の榛師寺大殻涛径奥割，『小松邑
志上ノ五北条之部』，胴上ノ六』に書かれて
いる被害には触れていない．なぜだろう？
宇佐美（1”6）の43頁の文禄五年閏七月九日

豊後の地震の1つ諭に無番号の地震('595)が爺

で福島正則，慶長三年（'598）まで池田秀雄，慶
長五年(,500)誉で州祐忠,震臺十三年('608）
まで藤堂高虎，寛永四年（'6鋤まで力臓嘉明，
寛永十-二年（'“4）まで蒲生息知，そして寛永十
二年（'635)に松平定行（松山藩)，及び一柳直
盛,寛永十三年（1636）に一柳直顔(小松藩）が，
支配者となった(平凡社地方資料ｾﾝﾀー,'980).
小松蓋は石高'万石の小濤ながら，改易されるこ
ともなく続き，第八代落主一柳穎紹の時に明治を
迎えた（小松町編纂委員会，’”2)．特に文禄・
慶臺菊には'年～数年間隔で支配者が変わった．
このよう､な支配者の交代がこの涛期の史料の散逸
の原因の’つと考えられ･る．少し早計に過ぎるか
もしれないが，今回の調査も含め従来の地震史料

月刊地毒/号外No.38,2002
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面の陥没力堤きたと推定出来る．ざらに地盤沈下

により村落が住居地としては使えない低湿地にな

ったと想像出来る．

『廣江之由来』（宥尊師筆，延宝三年（1675）成

立)は地震の発生時から79年後に番かれた．ま
たこれの写本と言い伝えられている同名の由来記
(宥寵師筆）は宝永五年（'708）と地震から''2

年後に書かれた．また社寺の由来記に書かれてい

る事のすべて力懸史上の事実であるとは限らない

ことも考慮すべきである，さらに･礦江之由来j

が本当に延宝．宝永期に書かれたものであるかど

うかの検討も必要である．近世の記録には少ない

とは言われるが，すでに述べたよう侭伊予地域の

歴史によって文禄･慶長期の歴史史料の新たな発
見が期待できない地方史研究の現状を鑑みると

『庚江之由来』は貴重であり，詳細な検討が必要
であると考えられる．しかじjこの検討にはこの
地域の歴史に糖通.している歴史研究者の協力を必

要とする．

5-4）四国北西部の中央構造線活断層帯の活動

.と文禄五年閏七月九日の地震被害との関連

今回史料調査を行った東予市広江・北条に近接
する中央構造線活断層帯の活断層として川上断

層，岡村断層がある.．また両断層は広江･北条の
南南東約4kmのところで並走する.堤･他(2"0)
はこの並走する領域内でトレンチによる断層の活
動履歴の調査を行い，川上断層の最新活動と関連f

する歴史地震として文禄五年閏七月九日の地震を
､指摘している．堤・他は文禄豊後地震の発生日を
閏七月十二日とし，閏七月九日の地鍵を文禄豊後
地鍵，文禄伏見．畿内地震（閏七月十三日).とは
別の地震としている.本誇文では豊後･伊予の地
撰を両者とも閏七月九日に発生した同一の地震と

せられている．『文禄4年7月，伊予壬生川鶴岡八

幡の鍛力職く陥没したというが真偽不明jと解
観している．この被害の内容は『新収日本地震史
料補遺』（1989）所収の『小松邑志上ノ五北
条之部』に書かれている鶴岡八播宮の地震被害と
同じ内容である.･きた北条に隣接する広江の密林
山徳蔵寺とその周辺の被害を記した『小松邑志
.上ノ六』（『新収日本趣麓史料補遺』（'989）及

7

ぴその出典である『愛媛県綴年史第五巻』

（1969)所収）では「(中吻慶長丙申七月大地震
（後略)」とある．『小松邑志上ノ六』の原本に

．も同じことが書かれていることを確認した．また

『薬師寺大般若経臭劉には『文禄五年丙申天潤
七月九日二大ニ地振そうろうて国中迷惑仕候，其
時（以下なし)」と書かれていて，伊予の被害か．
どうか不明である．

．以上のことから宇佐美〈1996）は『小松邑志

上状』及び『薬師寺大般若経奥割を文禄五年
QQ

・雷七月九日の豊後の地震による被害を記したもの
とは見なぎず，圃舩邑志上ノ五北条之部」に

ある被害を前年(文禄四).に発生した別の地震に
よると判断したことが態臘できる．

5-3）文禄五年閏七月九日の伊予の地震被害と

その信想性

伊予の地震史料の中でこの地震に時間･空間的

・に最も近い史料は『薬師寺大般若経奥割であろ

う．文禄五年と書かれていることに注自する．文
禄から慶長への改元は文禄五年十月に行われた，

従ってこの奥書は閏七月から十月の間,それ以後

でも早い時期に書かれたと考えてよい．

今回『新収日本地鍵史料補遺』（1989）及びL

『愛媛県編年史第五巻J(1969)のもとになる

．『小松邑志』（万延元年(1860)成立）の原本，さ

’らにこの邑志の糧纂に用いられたと考えられる史、

科(『藍江之由来』）を鯛査した.また邑志に書か
れてし､る鶴岡八幡宮，密林山徳蔵寺の旧地の位霞・

の推定を行った，図2にあるように旧地は海岸の

方向にそれぞれ約700m,約500mの距離にある現

在水田の位置に推定された.､表た両旧地で地溌動
・により神社,寺院,皇家が大破し,また地裂.地
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考えて考察を行ってきた．豊後と伊予において’
九日に二つの地溪が膳ぼ貞時に発生した可能性も
あるが，現在知られている地霊剣斗には二つの地
淫を分離するだけの時刻箱度はない．

文禄五年の豊後,同年の鰯及び畿内の地騨こ
ついてはその地麗発生年月日及び震源域が過去約
80年間に『理科年劉の地震年表で7回変更が行
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および地質痕跡調査に基づく海溝型巨大地震の再

帰性に関する研究」（代表者；都司嘉宣）を用い
た．

われている（萩原，19”)．『理科年表』（1998年
度版）（国立天文台，1997）の「日本付近のおも
な被害地震年代表」では文禄五年閏七月十二日豊
後の地震同年同月十三日畿内の地震となってい
る．この年表では文禄五年閏七月九日には被害地
震は発生していない．『日本の地震活動一被害地
雲から見た地域別の特徴－』(地震調査研究推進
本部地震調査委員会，1997）の「被害を及ぼした,
主な弛震｣の表についても同じことが言える．し
かし，最新の『理科年表』（2002年度版）（国立天
文台;2”1）では文禄五年閏七月九日豊後の地震，
同年同月十三日畿内の地震となってい石･初見の
大正14年（1925）では慶長元年閏七月九日大
分．京都，同年同月十二日京都及畿内南海西海ノ
ー部とある．宇佐美（1”6）では文禄五年七月九
日豊後，同年同月十三日京都及び畿内とある・本
論文ではこの宇佐美（1995)-の地震讓注年月日を
採用した．

川上断層の断層運動の主成分は水平，横ずれで
あるが，トレンチ調査の結果は上下成分のあるこ
とを示している．堤・他.(2000）は最新活動に伴

う上下変位こして，すべりの方向を北落ち，変位
量を約40cmと見積もっている．
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擴江之由来』(密林山徳蔵寺所蔵）に記言れて
いる広江の旧地での震災の様子と村全体の移転の
原因.どなったと考えられる旧地の地鑿沈下は川上
断層の最新活動に伴ったと考えられる地震動及び
地殻変動と矛盾しない．

！
j
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堤浩之氏から中央構造線四国西部のトレンチ調

査結果をついてお教え頂いた‘友澤明氏，青野陽
一氏，竹本仁弘氏，矢野徳光氏から史料閲覧の際
に便宜を図って頂いだ友篝輻氏は伊予の歴史史
料についてご教示下さった．また徳蔵寺・鶴岡八
幡宮の旧鑓の推定には友澤明氏，今井唯勝氏，矢
野徳光氏，真鍋達夫氏がらご協力を頂きました．
皆様方に感謝いたし蕾す．調査には2001年度科

学研堯費補助金(基瑳研究(B)(1))「歴史史料
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